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ハンドルやブレーキ操作などがいらない自動運転車の普及が現実味を帯びてきた中，事故な
どの際の法的責任のあり方が議論となっています。本書は，研究者・実務家によるこの問題
に関する検討の成果をまとめ，公表するものです。実は，本書には前身というべき本があり

ます。それは山下友信編『高度道路交通システム（ITS）と法――法的責任と保険制度』です（有斐閣，
2005 年）。当時と今で最も異なるのは，センサーなどの技術が格段に進化して，自動運転時代がいっ
そう間近になっているということでしょう。
　先日の警察庁の発表では，2017 年の交通事故死者数は 3694 人で，過去最少となったとのことでし
た。過去最悪だった 1970 年の 1万 6765 人に比べれば大きな改善ですが，それでも全国でこれだけ
の悲劇が起きています。自動運転技術の進化とともに法整備も進み，交通事故が珍しくなるくらいの未
来がくることを期待しています。（S）
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自動運転時代の法制度のあり方について，あらゆる角度からの検討がなされています。
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